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・土地、９,０２０.１３㎡（約２７００坪）と

・アウガの建物　　　　取得価格  ４億９７９２万９０６３円
                （一部の地権者は売却せず市に無償貸与）

＝アウガの土地及び建物を取得する経費＝

＝市が放棄する権利＝

　２）総合窓口開設に関連する経費   ３８２３万４千円

３．その他の議案

・契約に締結について    ４億９５９６万９７１４円   　平成３１年３月１５日完成予定

　　　　　　　　　　　蜆貝ポンプ場受変電設備改修工事と富田ポンプ場機械工場

・誘致企業等立地支援事業　　　　雇用促進助成金   　　　     ８７０万円

  １１名以上雇用した場合に、１名当たり１０万円を助成

  事業所名：株式会社 NTT データスマートソーシング

・新青森駅周辺の住所変更   　石江一丁目～五丁目に変更

・平成２８年度一般、特別会計、市民病院、交通・水道各企業会計の決算の認定

１．新市庁舎の建設に要する経費        総経費 　３２億９３６６万１千円

　　平成２９年度・６億９３４６万４千円、平成３０年度・１５億９８６６万円、

　　平成３１年度・１０億５５５３万７千円

２．アウガへの庁舎機能の移転に伴う経費

　１）つどいの広場「さんぽぽ」への託児室の新設と、年末年始を除く通年開設に要す

　　　る経費　６１９万９千円

アウガの特別清算のための補正予算全議案可決アウガの特別清算のための補正予算全議案可決

平成２９年 第 3 回定例会  主な補正予算

面　　積 約１３６㎡ 約２２０㎡

開設時間

休 館 日 年 末 年 始

１０：００～１６：００
平　　日

土日祝日

９：００～１８：００

９：００～１７：００

年末年始、月一回

変　更　前 変　更　後

市が有する貸付金に係る債権 

　①の貸付金に係る利息及び延滞金又は遅延損害金に係る債権 

青森県信用組合が有する債権を譲り受ける経費 

市の補助金事業により取得した財産を処分する経費 

２３億８１８３万５５７９円

全　額　　　　

 1億５４０５万０４００円

３１５万０３１１円

代物弁済で取得する土地、建物及び地上権の総額
７億８１９１万４８５２円
（出資比率見合分相当）



一
般

質
問

一
般

質
問

質
問
①　

原
子
力
防
災
対
策
に

つ
い
て

要
旨
：
東
通
原
発
事
故
が
発
生
し
た
時
の

む
つ
市
等
の
住
民
受
入
体
制
に
つ
い
て

  

む
つ
市
で
は
、
本
年
７
月
に
避
難
計
画
を

修
正
、
修
正
に
当
た
っ
て
は
、
本
市
の
避
難

所
に
つ
い
て
情
報
提
供
す
る
と
と
も
に
計
画

修
正
案
に
つ
い
て
数
回
に
わ
た
り
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　

東
通
村
と
も
、
現
在
、
避
難
計
画
の
修
正

を
予
定
し
て
お
り
、
本
市
と
し
て
も
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
く
。
ま
た
、
公
益
財
団
法
人

原
子
力
安
全
技
術
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る

「
原
子
力
災
基
礎
研
修
」
等
に
職
員
を
受
講

さ
せ
た
ほ
か
、
毎
年
県
が
実
施
し
て
い
る
東

通
原
子
力
発
電
所
の
原
子
力
災
害
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
に
職
員
を
数
名
派
遣
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
昨
年
度
は
平
内
町
に
お
け

る
避
難
所
開
設
・
避
難
者
受
入
訓
練
に
参
加

し
、
原
子
力
災
害
発
生
の
際
の
避
難
者
受
入

の
実
効
性
の
向
上
と
防
災
関
係
機
関
と
の
連

携
を
確
認
し
て
い
る
。

質
問
②  

地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
つ
い
て

要
旨
：
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
支
援
に

つ
い
て

  

本
市
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
促
進
を
図
る
た

め
に
は
、
実
際
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
う
各

ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ

り
、
主
体
的
に
活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
む
必
要
か
お
る
こ
と
か
ら
、
各
ス
ポ

ー
ツ
団
体
へ
各
種
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

主
な
取
組
と
し
て
は
、
今
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
「
地
域
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

等
交
流
連
携
事
業
」
に
よ
り
、
小
・
中
学
生

が
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
交
流
す
る
機
会
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
青
森
ワ
ッ
ツ
や
ラ
イ

ン
メ
ー
ル
青
森
Ｆ
Ｃ
な
ど
、
地
域
の
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
市
民
に
広
く
認
知

さ
れ
る
よ
う
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用

し
た
広
報
活
動
の
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
中
心
的

役
割
を
担
う
一
般
財
団
法
人
青
森
市
体
育
協

会
へ
の
補
助
金
交
付
等
を
通
し
、
各
競
技
団

体
へ
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
各
競
技
団
体
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
活
発
に
行
わ

れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

公
開
質
問
状
に
対
す
る
回
答

①　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
警
報
発
令
時
の
対

応
に
つ
い
て

（
ミ
サ
イ
ル
が
日
本
に
落
下
す
る
可
能
性
が

あ
る
場
合
）

　

青
森
市
危
機
管
理
室
よ
り
対
応
に
つ
い
て

の
、
回
覧
が
回
り
ま
し
た
の
で
回
答
は
割
愛

し
ま
す
。

②　

道
路
の
割
れ
の
隙
間
を
充
填
剤
の

よ
う
な
物
で
埋
め
て
い
る
が
、
そ

の
効
果
は

　
　
　
　

道
路
の
ひ
び
割
れ
を
充
填
材
（
ひ

び
割
れ
補
修
材
）
で
補
修
し
た
場
合
は
、
雨

水
な
ど
の
侵
入
を
防
ぎ
、
凍
結
等
に
よ
る
道

路
の
破
損
を
遅
延
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

③　

道
路
の
陥
没
が
他
県
で
あ
っ
た

が
、
道
路
上
の
白
線
の
周
り
に
、

有
機
溶
剤
に
溶
け
た
か
の
よ
う
に

割
れ
が
あ
る
が
、
道
路
下
の
地
盤

に
影
響
は
な
い
の
か

　
　
　
　

白
線
周
り
に
発
生
す
る
ひ
び
割
れ

は
、
白
線
の
材
料
と
道
路
（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
）

の
温
度
差
に
よ
っ
て
材
料
の
伸
び
方
に
差
が

生
じ
た
状
態
を
、
繰
り
返
し
受
け
続
け
た
結

果
、
ひ
び
が
生
じ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
議
員
ご
指
摘
の
ひ
び
割
れ
は
、

道
路
の
表
面
上
に
発
生
し
て
い
る
た
め
、
直

ち
に
地
盤
（
路
盤
）
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

④　

青
森
市
道
に
お
い
て
も
道
路
の
割

れ
目
に
充
填
剤
の
よ
う
な
物
を
詰

め
、
水
が
浸
透
し
凍
結
す
る
こ
と

に
よ
る
道
路
破
損
を
防
ぐ
べ
き
で

は
な
い
か

　
　
　
　

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
道
路
の

破
損
防
止
、
保
全
の
観
点
か
ら
ひ
び
割
れ
へ

の
充
填
材
の
注
入
充
填
は
効
果
的
と
考
え
て

お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
小
規
模
な
が
ら
実

施
し
て
い
る
。
今
年
度
は
、花
園
幸
畑
線
（
藤

田
組
通
り
）
及
び
古
川
中
央
通
り
線
（
旧
線

路
通
り
）
を
中
心
に
充
填
材
に
よ
る
補
修
を

予
定
（
10
月
31
日
工
期
）
し
て
お
り
ま
す
。

⑤　

流
雪
溝
の
設
置
で
き
る
条
件
は
何

か

　
　
　
　

一
つ
に
、
十
分
な
水
源
が
確
保
で

き
る
こ
と
、
二
つ
に
、
地
表
勾
配
や
流
末
が

確
保
で
き
る
こ
と
、
三
つ
に
、
地
域
の
方
々

が
自
主
的
に
管
理
組
合
な
ど
を
組
織
し
、
費

用
負
担
を
含
め
た
整
備
後
の
管
理
運
営
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

青
森
地
区
に
お
い
て
は
、
水
源
及
び
流
末

の
確
保
、
地
表
勾
配
な
ど
技
術
的
に
整
備
可

能
な
15
地
区
に
つ
い
て
計
画
的
に
整
備
を
進

め
て
お
り
、
現
在
８
地
区
目
の
佃
地
区
の
整

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

⑥　

水
量
と
流
末
の
確
保
が
で
き
れ
ば
、

可
能
な
範
囲
で
設
置
す
る
考
え
は
な

い
か

　
　
　
　

流
・
融

雪

溝

に
つ
い
て
は
、
除
雪
後

の
寄
せ
雪
の
み
な
ら
ず
、

屋
根
雪
や
敷
地
内
の
雪

を
随
時
適
切
に
処
理
で

き
る
ほ
か
、
道
路
幅
員

の
十
分
な
確
保
に
よ
る

歩
行
者
の
安
全
通
行
な

ど
、
地
域
に
お
け
る
恒

久
的
な
雪
処
理
施
設
と

し
て
市
民
要
望
が
高
い

施
設
で
あ
る
が
、
整
備

に
は
多
額
の
コ
ス
ト
が

か
か
る
ほ
か
、
上
記
の

と
お
り
、
整
備
で
き
る

地
域
が
限
定
さ
れ
る
施

設
で
も
あ
り
、
計
画
的

に
整
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

☆ご意見・ご要望をお待ちしています☆

社民党控室　藤田 まこと
TEL:017-734-5692　FAX:017-722-8902
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